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神奈川県鉄道輸送力増強促進会議　令和３年度　要望・回答

東日本旅客鉄道　南武線・鶴見線

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回答

Ⅰ　輸送力増強

１　輸送計画の改善
(1) 南武線の増発、車両の増

結、快速運転
　南武線については、沿線全体の鉄道利用者は年々増加傾向にありま
す。また、南武線は川崎市を縦貫し、川崎市民にとって最も重要な交通
機関でありますので、①ピーク時やピークサイドの増発（オフピーク通勤
の取組みと連携して車内混雑の平準化を図る）②車両の増結（長編成
化）について、利用状況などを踏まえ、利用者の利便性の向上と輸送力
増強に向けた取組みを引き続き推進されますよう要望いたします。

①　今後もお客さまのご利用状況を見極めつつ判断してまいります。
②　車両の増結（長編成化）については、ホームの前後に踏切道のある駅が
多い事や車両基地の拡張など、川崎～立川間の全線にわたり設備の大幅な
改修が必要となるため、現時点で実施についての計画はございません。ま
た、輸送力増強につきましては、2017年3月に全ての編成で幅の広い新型
車両への置き換えが完了いたしました。
　引き続きお客さまのご利用状況を見極めつつ判断してまいります。

(2) 南武支線の増発 　南武支線沿線や臨海部におきましては、新たな企業立地等が進んで
いること、南渡田地区における新たな拠点形成の取組みも進められてい
ることから、多くの住民や通勤・通学者等にとって、引き続き重要な交通
機関となっております。
　こうした中、川崎市におきましては平成30年３月に「臨海部ビジョン」を
策定し、沿線における新産業創出拠点の形成や交通機能の強化に向
けた取組みを進めているところです。
　平成28年３月のダイヤ改正で貴社のご尽力により、川崎新町～浜川崎
間の小田栄駅開業にあわせ、朝通勤時間帯に上下で３本が増発され、
令和２年３月のダイヤ改正では、下り始発列車が繰り上げされましたが、
一層の利便性向上に向けて、運行本数について、更なる増発を要望い
たします。

　南武支線については、2016年3月のダイヤ改正で、川崎新町～浜川崎間
の小田栄駅開業に合わせ、朝通勤時間帯に上下で3本増発を行いました。
また、2020年３月のダイヤ改正では、下り始発列車の繰り上げ（小田栄発・尻
手行）を行い、利便性の向上を図りました。
　今後も沿線や臨海部の発展などによるお客さまのご利用状況の変化を見
極めつつ検討してまいります。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回答

(3) 鶴見線のダイヤ改善等 　鶴見線は、沿線の通勤・通学者や住民などが臨海部地域へ向かう大
切な交通手段であり、川崎市におきましては、平成30年３月に策定した
「臨海部ビジョン」に基づき、浜川崎駅周辺に位置する南渡田地区にお
ける新産業創出拠点の形成や、臨海部の発展を支える交通機能の強化
に向けた取組みを進めているところです。
　ダイヤの状況といたしましては、鶴見小野駅を最寄駅とする「横浜市医
師会聖灯看護専門学校（総定員520名）」の開校（平成30年４月）による
同路線利用者の大幅な増加を見据え、平成30年３月のダイヤ改正にお
いて、専門学校の下校時間に合わせた、弁天橋～鶴見間での１往復の
増発のほか、沿線企業の定時退社日に合わせた同区間の臨時電車を
運行していただきました。
　また、臨海部には工場が多数立地しており、通勤者にとって大切な交
通手段であり、鶴見小野駅については、近隣に新たに病院が開設した
等もある中（令和元年６月）、令和２年３月のダイヤ改正においては、平
日夕方の列車を増便したことで混雑の緩和が図られました。
　しかしながら、８時台、17時台、18時台については、依然として混雑し
た状態が続いております。ついては、一層の利便性向上に向けて、通
勤・通学時（特に８時台、17時台、18時台）の増便や編成両数の増加及
びそれに伴う駅ホームの延長等を要望いたします。

　鶴見線は、沿線に企業や工場が多く立地している環境であり、周辺企業等
への通勤のお客さまが多いことから、朝夕の通勤輸送を主眼とした輸送体系
としております。2018年3月のダイヤ改正では、開校する専門学校の下校時
間に合わせ、弁天橋～鶴見間に1往復の増発の他、沿線企業の定時退社日
に合わせ、弁天橋～鶴見間で臨時列車を運行し、混雑緩和を図ってまいり
ました。
　2019年３月のダイヤ改正では、ご利用実態に合わせ朝夕の通勤時間帯の
運行体系の見直しを行いましたが、2020年３月改正においても16時台～17
時台に電車を増発するなど、運行体系の更なる見直しを行い、混雑緩和を
図りました。一方で朝夕の通勤時間帯以外の電車については、鶴見駅～弁
天橋駅間を除きご利用が極めて低い状況であります。鶴見線のご利用状況
は、沿線に立地している企業等の動向に大きく影響されることもあり、引き続
きご利用状況を見据えつつ輸送体系を見直してまいります。また、車両の増
結（長編成化）・ホームの延長等については、ホームの前後に踏切道のある
駅が多い事や車両基地の拡張など、全線にわたり設備の大幅な改修が必要
となるため、現時点で実施についての計画はございません。

(4) 南武支線の川崎駅への乗
入れ

　南武支線の川崎駅への乗入れは、川崎市の交通体系や今後の臨海
部の持続的な発展に向けて重要な計画であり、平成28年４月には、交
通政策審議会答申「東京圏における今後の都市鉄道のあり方」におい
て、地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資するプロジェクト
に、東海道貨物支線の貨客併用化とともに、川崎アプローチ線として位
置付けられております。
　こうした中、川崎市におきましては平成30年３月に「臨海部ビジョン」を
策定し、沿線における新産業創出拠点の形成や交通機能の強化に向
けた取組みを進めているところです。
　ついては、臨海部への交通アクセスの向上に向けて、南武支線の川崎
駅への乗入れを要望いたします。

　南武支線の川崎乗入れは、新規の大規模な設備投資を要する他、南武線
（川崎～立川間）の列車の運行に多大な影響が出ること、及び需要見込み
等が不透明であることから現時点では計画はございませんが、関係自治体
の沿線の整備計画と連携し、検討を進めてまいりたいと考えております。
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Ⅱ　利便性向上　

１　駅施設等の整備
(1) 武蔵小杉駅の混雑対策 　武蔵小杉駅については、南武線ホームは朝ラッシュ時には駅構内で

著しい混雑が発生しております。令和元年７月に確認した同駅ホームド
アの整備スケジュールについて、令和４年３月の設置完了に向けて、着
実な推進を要望いたします。

　南武線武蔵小杉駅のホームドアは、2022年3月13日に使用開始いたしまし
た。

(2) 武蔵中原駅の混雑対策 　ラッシュ時の改札口は、改札口へ向かう利用者と、改札口を出て連絡
歩道橋へ向かう利用者が交錯し、混雑している状況です。
　ついては、ラッシュ時の改札口付近の歩行者動線が交錯しないよう、
適切な混雑対策に取り組まれるよう要望いたします。

　駅構内の混雑解消につきましては、今後継続してお客さまの流動把握に
努めながら、改善の必要性について検討していく課題と考えております。ま
た、改札ラチ外の歩行者の流動につきましては、関係自治体等ともご相談し
ながら改善に努めてまいりたいと考えております。

(3) 武蔵溝ノ口駅における安
全性の確保

　武蔵溝ノ口駅は、コンコースから上りホームまでの通路及び階段の幅
員が狭く、朝のラッシュ時には階段を昇降する乗客で著しく混雑している
状況となっております。
　貴社のご尽力により、平成16年７月より上りホームが延伸され、このよう
な状況が一部緩和されましたが、引き続き利用者の安全性確保と移動
の利便性向上のため、上りホームの階段拡幅等の安全対策を実施され
るよう要望いたします。

　武蔵溝ノ口駅は、2004年７月に川崎方の上りホ－ムを延伸したことで川崎
方階段の利用者が増加し、立川方階段付近の旅客流動がスム－ズになり、
全体的な混雑緩和が図られました。今後も引き続きお客さまのご利用状況を
把握しながら、駅の改善に努めてまいります。

(4) 津田山駅ホームの屋根の
増設等

　津田山駅は自由通路・橋上駅舎化整備にあわせて、ホームの屋根を
増設しておりますが、武蔵溝ノ口駅方のホームには屋根がなく、雨天時
の乗降において足元が滑りやすい状況であり、利用者は不便を感じて
おります。ホーム全体を覆うように屋根を増設されるよう要望いたします。

　津田山駅については、関係自治体のご協力をいただき駅改良（自由通路･
橋上駅舎化）が完了しました。駅改良により、ホーム上家については、3.5両
分となっております。

(5) 老朽駅舎等の改良 　バリアフリー化や自由通路橋上駅舎化等の施設改善に合わせ老朽施
設の更新等を進めていただいておりますが、その他の駅においても、老
朽施設の更新や利用者の利便性向上の観点から、駅舎、ホーム、跨線
橋、トイレ等の駅施設の改良を早急に実施されるよう要望いたします。

　南武線の駅施設については、順次老朽設備の改良を計画的に行っていま
す。バリアフリー化の施策にあわせ自由通路橋上化計画を推進しており、津
田山駅は事業が完了、稲田堤駅は現在施工中です。
　また関係自治体に協力頂きながら中野島駅・久地駅については検討を進
めております。引き続きご協力をお願いいたします。
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(6) 改札口の新設 　南武線については、改札口が片側にしかない駅がありますが、利用者
は駅の付近にある踏切や歩道橋を横断しなくてはならず、大変不便でか
つ著しく混雑している状況となっているため、両側に改札を設置いただく
よう要望いたします。
　また、向河原駅のように利用者と時間を制限する改札においては、制
限の緩和を検討いただくよう要望いたします。
　南武線駅アクセス向上方策案の対象駅である久地駅南側、宿河原駅
北側につきましても、橋上駅舎が整備されるまでの間、中野島駅と同様
に改札口を新設されるよう要望いたします。

　南武線駅の改札口の新設については、現時点で実施する計画はございま
せんが、今後のお客さまのご利用状況に応じて検討してまいります。
　また、向河原駅西側の改札については、NEC専用として設けており、利用
者や時間帯の制限を緩和する計画はございません。
　南武線駅アクセス向上方策案の対象3駅については、自由通路橋上化計
画を早期に推進していただきますようお願いいたします。

(7) 中野島駅ホームの改良 　中野島駅は乗降客数が近年増加傾向にありますが、ホームが大変狭
く、混雑時には大勢の人であふれて著しく混雑している状況となっており
ます。
　ついては、利用者の安全確保の観点から、改札口付近の滞留スペー
スや下りホームの一部を拡幅されるよう要望いたします。

　ホーム幅員等の拡幅については、駅構内全体に係わる大規模な改良工事
が必要です。お客さまの動向や駅周辺の開発構想に合わせ、ホーム上の混
雑状況を見極めながら検討していく事柄と考えております。また、関係自治
体と連携し、検討していきたいと考えております。

(8) 稲田堤駅の改札機の増設 　JR稲田堤駅について、現在、令和５年度の完成を目指し自由通路橋
上駅舎等の整備を進めていただいておりますが、朝夕のピーク時間帯
に駅構内への出入りがスムーズとなるように改札機の増設を要望いたし
ます。

　現在、稲田堤駅は自由通路橋上化整備中のため、下りホーム側の仮設改
札をご利用いただいております。なお、スペースが狭隘なため、改札機を増
設する計画はございません。

(9) 八丁畷駅のエレベーター
等の設置

　JR八丁畷駅において、西口側改札からは車いす利用者はホームに行
けないため、ホームに行けるエレベーターを設置いただきますよう要望
いたします。また、西口側改札の券売機やホームが２階にあることを西口
側改札の外からでも分かるような案内標識の設置をしていただきますよう
要望いたします。

　当駅は東口改札側にバリアフリールートを整備しているため、ご不便をおか
けいたしますが、エレベーターが設置されている東口改札をご利用いただき
ますようお願いいたします。なお、当駅は京浜急行電鉄株式会社との共同使
用駅となっておりますため、駅西口改札側への案内標識の設置について
は、京浜急行電鉄株式会社と相談しながら検討してまいります。

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回答

Ⅲ　その他

(1) 無人駅での障害者等への
対応について

　国の「駅の無人化に伴う安全・円滑な駅利用に関する障害当事者団
体・鉄道事業者・国土交通省の意見交換会」で中間とりまとめが公表さ
れたところですが、そこでの議論を踏まえ、無人駅においても、障害者等
の方々を含む全ての駅の利用者が、安全、円滑に駅を利用できるよう、
国が検討中のガイドラインに沿った対応等について、ご検討いただきま
すよう要望いたします。

　鉄道サービスは公共性の高い交通機関であり、障害者の方々を含むお客
さまが安全、円滑に駅を利用できるよう必要な設備や体制の整備等に努めて
きたところであります。引き続き、関係者の皆様と検討してまいります。


